
第12回ＷＴＯ閣僚会議（ＭＣ１２）（2022年６月12～16日）

○ 新型コロナの影響により、４年半ぶりにジュネーブ（スイス連邦）にて開催
○ 全参加加盟国の合意により、前回のＷＴＯ閣僚会議（MC１１、2017年12月）
では発出できなかった閣僚宣言が採択

○ 農林水産省関係では、漁業補助金協定、食料安全保障宣言、WFP決定について
合意したが、農業交渉の作業計画については合意に達せず、議論を継続

１．漁業補助金協定
・違法・無報告・無規制（IUU）漁業に対する補助金の禁止や、乱獲の状態にある資源に関する補助金の供与には資源
回復のための措置を講ずることをその条件とするなど、漁業資源の保護・回復に資する形で漁業補助金を供与するため
の一定のルールが合意。
・各国の合意に達しなかった条項は交渉を継続し、より包括的な協定となるように追加の規定の策定を目指す。
２．農業分野
・食料安全保障宣言：ウクライナ情勢により食料安全保障が脅かされる中、国内生産と並んで貿易が世界の食料安全保
障のために非常に重要であること、WTOルールに則らない輸出規制を行わないこと等が盛り込まれた。
・WFP決定：WFPによる人道支援目的の食料調達を輸出規制の対象としないことが盛り込まれた。
・農業交渉については、今後の作業計画について議論されたが、各国の隔たりが埋まらず、議論を継続。

１．農業及び漁業に関する結果

２．その他
・人口増加、技術開発、気候変動などの国際貿易を取り巻く情勢の変化に対応する作業計画の立ち上げ等を記載した
SPS協定の閣僚宣言を発出。
・他に、パンデミック対応、電子商取引に関する合意文書が発出。紛争解決制度については2024年までに機能回復に
向けて議論することとなった。
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